
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
パーキングメーターシステムのソフトフェアによるキャッシュカードに対する請求書を作
成する為の情報処理方法であって、前記パーキングメーターシステムは複数のメーターを
含み、各システムは独立した作動ユニットを構成し、前記メーターはキャッシュカード読
取機を備え、車両駐車を行わんとする自動車運転者が、メーターを見付け、かつキャッシ
ュカード読取機にキャッシュカードを挿入した時に、該読取機が、キャッシュカードから
、キャッシュカード口座番号に関する情報を読込み、かつ駐車期間が開始された時、キャ
ッシュカードの読取りに続いて、メーターが駐車切符を発行するようになっている前記情
報処理方法において、
キャッシュカードが前記駐車期間の開始と共に、第１メーター（ＢＡ１）によって読取ら
れる時に、該第１メーター（ BA1）がキャッシュカードの口座番号（ＫＮ）、駐車開始時
間（ＩＴ）及び取引番号（ＴＮ）を第１取引（Ｔ１）として、該第１メーター（ BA1）の
メモリー（ＢＡ１　ＭＥＭ）内に記憶する段階を含み、この取引番号（ TN）は少なくとも
所定の時間に対して 、
また、前記第１メーター（ＢＡ１）が、前記取引番号（ＴＮ）が、メーターによって読取
られる形で表される駐車切符を発行する段階と、
駐車期間が終了した時に駐車切符が、前記第１メーターを含むメーターシステム内の、任
意の選択されたメーターである第２メーター（ＢＡ２）内で読取られ、該第２メーター（
ＢＡ２）が、前記取引番号（ＴＮ）を、駐車終了時間（ＵＴ）と共に、第２取引（Ｔ２）
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として、前記第２メーター（ BA2）のメモリー（ＢＡ２　ＭＥＭ）内に記憶する段階と、
前記第１メーター（ BA1）のメモリー（ BA1　 MEM）及び前記第２メーター（ BA2）のメモリ
ー（ BA2　 MEM）が空にされ、かつそれぞれのメモリーの記憶情報が中央計算機（１１）の
メモリーに移される段階と、
前記中央計算機が、前記第１メーター（ BA1）の取引（ T1）と前記第２メーターの取引（
Ｔ２）とを前記取引番号（ＴＮ）によって結合し、当該キャッシュカード口座番号（ＫＮ
）に対して、車両駐車開始時間（ＩＴ）および駐車終了時間（ＵＴ）によって計算した駐
車費を課するための請求書を作成する段階と、
を含む情報処理方法。
【請求項２】
取引番号の独特の を、システム内の各メーターに割当てすることを特徴とする請求項
１記載の方法。
【請求項３】
第１メーター（ＢＡ１）が駐車開始時間（ＩＴ）を、駐車切符上に可視的に印刷すること
を特徴とする請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
第２メーター（ＢＡ２）が前記取引番号（ＴＮ）を読み取った後に、前記駐車切符をキャ
ンセルし、かつ配与するようになっていることを特徴とする請求項１、２または３記載の
方法。
【請求項５】
第１メーター（ＢＡ１）が駐車切符上に駐車開始時間（ＩＴ）を、メーターが読取り得る
形で表し、第２メーター（ＢＡ２）が、駐車切符を読取る時に、駐車開始時間を読取り、
かつこの時間を、駐車終了時間（ＵＴ）と比較し、かつメーター（ＢＡ２）の計算機（１
４）によって駐車費を計算し、この駐車費を、取引番号（ＴＮ）と共に記憶することを特
徴とする請求項１、２、３または４記載の方法。
【請求項６】
第２メーター（ＢＡ２）が展示装置（８）上に、駐車費を表示し、または別途、または補
助的に、駐車切符を読み取った後に、メーター（ＢＡ２）によって発行された駐車切符上
に、駐車費を印刷するようになっていることを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
第１メーター（ＢＡ１）が、該メーターの確認番号（ＢＡ　ＮＲ）を、メーターが読み取
り得る形で、しかも可視的な形で表すようになっていることを特徴とする前記請求項の何
れか一つの項に記載されている方法。
【請求項８】
前記確認番号を、第２メーターのメモリー（ＢＡ２　ＭＥＭ）内に、第２取引（Ｔ２）に
関連する他の情報と共に記憶することを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
駐車切符の、メーターが読取り得る部分が、コードの一つである、磁気コード、穿孔コー
ドまたはバーコードを含んでいることを特徴とする前記請求項の何れか一つの項に記載さ
れている方法。
【発明の詳細な説明】
本発明はパーキングメーターまたはペーメーターによって、駐車に対する請求書を作成す
る方法に関するものである。さらに詳述すれば、本発明は排他的ではないが、キャッシュ
カード、ペーカードまたはクレジットカード口座に対する、駐車料金請求書を作成する方
法に関するものである。
市、町または他の自治都市においては、単数または複数の駐車場経営会社が、パーキング
メーターまたは、いわゆるペーメーターを所有し、これらメーターは街路および大きな駐
車区域が共通の場所である、市町村の種々の場所全体に散在している。
最近においては、駐車料金は硬貨による支払いの他に、種々の形式のバンクカードまたは
キャッシュカードによって支払い得るようになった。キャッシュカードを使用する時には
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、駐車せんとする自動車運転者は、パーキングメーターのカード読取機にカードを通す。
本発明は支払いシステムの一形式であって、駐車せんとする運転者がパーキングメーター
にカードを通し、この時メーターがカード番号、および該カードが読取られた時間を記憶
し、次いで駐車切符を発行するようになった支払いシステムに関するものである。
周知のシステムの一つによれば、駐車料金の徴収が行われる時には、運転者は再びパーキ
ングメーターに近づき、再びカードを通す必要がある。パーキングメーターは再びカード
番号を記憶し、かつ駐車料金徴収時間を、前にパーキングメーター内のカード読取機にカ
ードを通した時間と比較する。パーキングメーターは次に、請求すべき駐車料金を計算し
、この合計をカードの番号と共に記録して、領収書を発行する。
このシステムに伴う一つの問題は、車両に対して料金徴収を行う時に、駐車時にカードを
読取った同じパーキングメーターまで行き、カードを再び読取らせるようにせねばならぬ
ことである。特にある駐車場は、多数のパーキングメーターを含み、場合によっては運転
者が駐車時にどのパーキングメーターを使用したかを忘れてしまうことも問題となる。他
の問題は複数の異なる駐車場に、限られた時間内に数回駐車を行う運転者は、駐車を行う
度に、２回も適当なパーキングメーターを見出さねばならぬことである。
これらの問題の一つの解決方法は、すべてのパーキングメーターを恒久的に、オンライン
システムによって中央計算機に接続し、すべての情報の記憶およびすべての駐車料金の計
算、各キャッシュカードの口座に対する請求書作成等を、集中的に処理するようにするこ
とである。しかしながらこの解決方法は、すべてのパーキングメーターを中央計算機に接
続するには、多額の費用を必要とするために実施し得ない。
したがって駐車を行う時に、任意のパーキングメーターを使用することができ、かつ駐車
料金を徴収する時に、任意のパーキングメーターまたはペーメーターを使用し得るように
することが望ましい。この時ただ一つ必要なことは、使用される二つのメーターが、一つ
の同じ駐車場経営会社に属していることである。この点に関しては、市または町の一つの
場所において、所定のメーターの読取機にキャッシュカードを通して一連の駐車を開始し
、かつ市または町の他の場所において、他のメーターの読取機にカードを通すことによっ
て、一連の駐車を終了させることは可能である。
本発明によれば、各メーターが自立状態にあり、したがって他のメーターまたは中央計算
機に接続されていない場合においても、この問題を解決することができる。
本発明は、パーキングメーターシステムのソフトフェアによるキャッシュカードに対する
請求書を作成する為の情報処理方法であって、前記パーキングメーターシステムは複数の
メーターを含み、各システムは独立した作動ユニットを構成し、前記メーターはキャッシ
ュカード読取機を備え、車両駐車を行わんとする自動車運転者が、メーターを見付け、か
つキャッシュカード読取機にキャッシュカードを挿入した時に、該読取機が、キャッシュ
カードから、キャッシュカード口座番号に関する情報を読込み、かつ駐車期間が開始され
た時、キャッシュカードの読取りに続いて、メーターが駐車切符を発行するようになって
いる前記情報処理方法において、キャッシュカードが前記駐車期間の開始と共に、第１メ
ーター（ＢＡ１）によって読取られる時に、該第１メーター（ BA1）がキャッシュカード
の口座番号（ＫＮ）、駐車開始時間（ＩＴ）及び取引番号（ＴＮ）を第１取引（Ｔ１）と
して、該第１メーター（ BA1）のメモリー（ＢＡ１　ＭＥＭ）内に記憶する段階を含み、
この取引番号（ TN）は少なくとも所定の時間に対して 、また、前記第１メー
ター（ＢＡ１）が、前記取引番号（ＴＮ）が、メーターによって読取られる形で表される
駐車切符を発行する段階と、駐車期間が終了した時に駐車切符が、前記第１メーターを含
むメーターシステム内の、任意の選択されたメーターである第２メーター（ＢＡ２）内で
読取られ、該第２メーター（ＢＡ２）が、前記取引番号（ＴＮ）を、駐車終了時間（ＵＴ
）と共に、第２取引（Ｔ２）として、前記第２メーター（ BA2）のメモリー（ＢＡ２　Ｍ
ＥＭ）内に記憶する段階と、前記第１メーター（ BA1）のメモリー（ BA1　 MEM）及び前記
第２メーター（ BA2）のメモリー（ BA2　 MEM）が空にされ、かつそれぞれのメモリーの記
憶情報が中央計算機（１１）のメモリーに移される段階と、前記中央計算機が、前記第１
メーター（ BA1）の取引（ T1）と前記第２メーターの取引（Ｔ２）とを前記取引番号（Ｔ
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Ｎ）によって結合し、当該キャッシュカード口座番号（ＫＮ）に対して、車両駐車開始時
間（ＩＴ）および駐車終了時間（ＵＴ）によって計算した駐車費を課するための請求書を
作成する段階と、を含む情報処理方法を提供する。
次に本発明を添付図面によって示された実施例によって詳細に説明する：
－第１図は二つのパーキングメーターＢＡ１およびＢＡ２の概略図；
－第２図は本発明の第１実施例の流れ図；
－第３図は本発明の第２実施例の流れ図。
第１図は二つのパーキングメーターＢＡ１およびＢＡ２を示し、該パーキングメーターは
別個に作動するユニットであり、かつ相互に離れているものと考えられ、たとえば相互に
異なる駐車場に位置している。
本発明は駐車料金請求システムに属する複数のメーターを使用する方法であって、各メー
ターが独立した作動ユニットである方法に関するものである。システムなる術語は、たと
えば種々のメーターが相互に等しく、かつ一つの同じ会社に属していることを意味する。
これらメーターはキャッシュカード読取機１を備えている。これらメーターはさらに、硬
貨を支払うための硬貨挿入装置２～４と、硬貨支払いに対する支払いボタン５および取消
しボタン６を有している。メーターはさらに硬貨コップ１８を有している。メーターはさ
らに配与溝孔７を有し、この溝孔によって、駐車期間の初めに、駐車切符が配与される。
この溝孔はなお好ましくは、駐車期間が終了した時に、駐車切符を挿入するために使用さ
れ、この場合メーターは、駐車期間の開始と共に切符が発行される時に、その上にメータ
ーによって読取り得るように書込まれた情報を、この切符から読取るように構成されてい
る。メーターはさらに普通の展示装置８を有し、硬貨支払いの場合、規定された駐車期間
の終了時間、キャッシュカードが読取られたこと、およびキャッシュカードが無効となっ
たこと等を表示する。
しかしながら本発明はキャッシュカードによる支払に関するものである。
キャッシュカード、またはバンクカードによって支払を行う場合には、駐車せんとする運
転者は、駐車を始める時にメーターを見出し、かつキャッシュカード読取機１を通して、
少なくともキャッシュカード口座番号に関する情報を有するキャッシュカードを挿入する
。メーターは駐車期間の初めに、キャッシュカードが読取られた後、駐車切符を発行する
ように構成されている。この駐車切符は車両フロントガラス内部の、駐車場係員の見易い
位置に置かれ、これによって係員は妥当な駐車切符がメーターから取出されたことを確認
する。
本発明によれば、駐車期間の開始と共に、キャッシュカードが第１メーターＢＡ１内に読
取られた時に、該メーターはそのメモリーに、キャッシュカード口座番号（ＫＮ）、問題
となる時間、すなわち駐車開始時間（ＩＴ）を、取引番号（ＴＮ）と共に、第１取引とし
て記憶する。このことは第２図に示されており、ＢＡ１　ＭＥＭは第１メーターのメモリ
ーを表す。なおこのメモリーには、三つの情報片ＫＮ、ＩＴおよびＴＮが記憶される。メ
ーターはこの時、少なくとも前記取引番号が、メーターによって読取られるような形で再
現された、駐車切符を配与するように構成される。
駐車切符のメーター読取り可能部分は、次のようなコードの一つを含んでいる：磁気コー
ド；穿孔またはバーコード；またはメーターによって読取り得る他の周知のコード。
駐車期間が終了したときには、駐車切符が第２メーターＢＡ２によって読取られる。ＢＡ
２は第１メーターＢＡ１を含む任意のメーターシステムから選択したメーターすることが
できる。第２メーターＢＡ２は、前記メーターによって駐車切符から読取られた取引番号
（ＴＮ）を、切符の読取られた時間、すなわち駐車終了時間（ＵＴ）と共に、第２メータ
ーに属するメモリーＢＡ２　ＭＥＭ内に、第２取引（Ｔ２）として記憶するようになって
いる。このことは第２図の右側に示されており、メモリーは情報片ＴＮおよびＵＴを含ん
でいる。
システムを安全に保つためには、各取引番号が少なくとも所定期間に対して、たとえばシ
ステム内で許される駐車の最長時間を超える期間に対して特定であることが必要である。
このようにしなければ、一つの同じ取引番号が、二つまたはそれ以上の駐車時に対して生
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じることがあり、これは請求書の作成を誤らせる。
もちろん特定の取引番号は、種々の態様で発生させることができる。好適な一つの実施例
によれば、システム内の各メーターは、取引番号の独特のシリーズとして割当てられる。
このような取引番号は好ましくは、関連メーターの確認番号（ＢＡ　ＮＲ）を構成する接
頭辞に続く数字系列とされる。
メーター内に設けられるメモリーは適当な、たとえばＲＡＭメモリー、
ＦＬＡＳＨメモリーまたは他の半導体メモリーとなすことができる。
第１および第２メーターのメモリーは所定の時間間隔で空にされる。これは情報を携帯メ
モリーに移す係員によって行われるが、またはメーターのメモリーを他のメモリーと置き
換えることによって行われる。なお各メーターのメモリーに含まれる情報は、ケーブル、
モデムまたはラジオを介して、オフラインとして取出され、かつこれらを介して中央計算
機に転送される。係員によって取出された情報も中央計算機のメモリーに転送される。
中央計算機は、第１および第２メーターの各取引（Ｔ１）および（Ｔ２）を、取引番号（
ＴＮ）によって組合わせる。この点に関しては、第１メーターから得られた取引番号ＴＮ
は単に、第２メーターから得られた同じ取引番号と組み合わされるだけである。このこと
は第２図においては、矢印９によって示されている。二つのメーターから得られた情報片
を相互に組合わせることによって、所定駐車時の駐車開始時間ＩＴ、駐車終了時間ＵＴお
よび請求すべき口座番号に関する情報が得られる。次いで中央計算機が、駐車開始時ＩＴ
、および駐車終了時ＵＴに含まれる駐車期間に関して、キャッシュカード口座番号ＫＮに
対する請求書を作成する。
第２図に示された第１実施例によれば、駐車切符は取引番号ＴＮに関する情報だけを、メ
ーターによって読取り得る形で含んでいる。駐車期間および駐車費は中央計算機内で計算
される。このことはブロック１２によって表され、該ブロックは駐車期間および駐車費を
計算する。計算結果はブロック１３によって示されるように、口座番号ＫＮと組合わされ
る。矢印１４は、口座番号ＫＮに対する請求書作成取引を示す。
この実施例の場合は、第１メーターのメモリーは取引番号ＴＮ、口座番号ＫＮおよび駐車
開始時間ＩＴを含んでいる必要がある。第２メーターのメモリーは駐車切符から読取られ
た取引番号ＴＮおよび駐車終了時間ＵＴを含んでいる。
第３図は本発明の他の実施例を示すもので、この場合は駐車切符１０はなお、駐車開始時
間ＩＴを、メーターによって読取り得る形で含んでいる。この場合は駐車開始時間ＩＴお
よび取引番号ＴＮが共に、第２メーター内で、駐車切符から読取られる。この場合は駐車
期間および、時によっては駐車費が第２メーターの計算機１７によって計算することがで
きる。この場合は取引番号ＴＮだけを、駐車費ＰＫと共に第２メーターのメモリーに記憶
すれば良い。第１メーターのメモリーには、取引番号ＴＮおよび口座番号ＫＮだけを記憶
させる必要がある。このことは第３図のＢＡ１　ＭＥＭおよびＢＡ２　ＭＥＭによって表
されている。
前に説明したと同様に、取引番号ＴＮは共に中央計算機１１内で組合わされ、この計算機
は駐車費ＰＫの合計に関し、キャッシュカード口座番号ＫＮに対して請求書を作成する。
矢印１５は請求書作成取引を表す。
前述の説明から明らかなように、本発明によれば運転者は、駐車が始まる時にシステム内
の一つのメーターを使用し、かつ駐車が終了した時にシステム内の他のメーターを使用す
ることができる。
さらにキャッシュカードは一度だけ使用され、これによってそれぞれ駐車期間の開始時お
よび終了時に、運転者が二つの異なるキャッシュカードを使用する危険が避けられる。本
方法では、駐車期間の開始および終了時の双方において、一つのキャッシュカードを読取
れば良いのに、二つの異なるキャッシュカードがこの期間の初めと終わりに使用されるこ
とがあれば、システムは、二つの異なる駐車が異なる時点において開始され、かつ二つの
駐車のいずれも終了しなかったものと解釈する。これは駐車費を著しく大にするおそれが
あり、たとえば、最大許容駐車期間を超えることに対する高い駐車料金（罰金）を発生さ
せるおそれがある。
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さらに一つの同じキャッシュカードは、たとえば二つの車両を、一つの同じ時点で駐車さ
せる場合に使用することができる。この場合は第１メーターが先ずキャッシュカードを読
み取り、かつ駐車切符を発行する。この切符には取引番号ＴＮが記載されている。この操
作は繰り返され、次いでメーターは異なる取引番号を付された別の駐車切符を発行する。
取引番号が異なるから、一つの同じキャッシュカードが使用されても、車両が異なる時点
において、異なる駐車場から料金の徴収を受けても請求書作成は正しい。
駐車期間の開始時および終了時の双方において、一つの同じメーターが使用される周知の
システムにおいては、システムがときどき検査され、これは駐車場係員がメーターから、
いわゆる車両実在表、すなわち駐車期間は開始されているが、まだこの期間の終了してい
ない車両に対して、駐車切符に印刷された切符番号の表を入手せねばならぬことを意味す
る。このようなシステムにおいては、メーターは駐車期間の開始時に、駐車切符に番号を
印刷する。次に駐車場係員が車両群内に立入り、種々の車両のフロントガラスを通して、
駐車切符上の番号を、自分の持つ車両実在表上の番号と比較する。起こり得る不正行為の
一つの型は、駐車開始切符として駐車切符を受け取った運転者が、切符の発行された直後
に、ペーメーター内の切符に対する支払いを行い、次いでこの支払われた切符を、フロン
トガラス越しに見えるように置き、駐車場係員がこれによって、運転者は駐車切符を取っ
たが、まだ支払っていないと信じこむようにする場合である。しかしながらこの場合は、
駐車切符の番号は車両実在表上には見出されない。前記運転者はこのような時には罰金が
課される。
本発明の好適な実施例によれば、駐車開始時間（ＩＴ）は、第１メーターによって駐車切
符上に明確に印刷される。これによって切符は、いわゆる車両実在表を必要とすることな
く検査することができる。
本発明の他の好適な実施例によれば、第２メーターは駐車切符をキャンセルし、かつ取引
番号（ＴＮ）およびメーターによって読み取り得る他の情報を読取った後、切符を配与す
るようになすことができる。これによって古い切符の使用が防止される。その理由は駐車
場係員が切符の無効であることを見抜くことができるからである。
第３図に示された実施例の場合、すなわち第２メーターが駐車費を計算し得るようになっ
ている場合は、この第２メーターは好ましくはその展示装置８に、駐車費を表示するよう
になっており、該展示装置の制御は、第３図の矢印によって表されている。別途、または
補助的に駐車費は、カードを読取った後に、メーターによって発行される駐車切符上に印
刷することができる。この後者の場合は、駐車切符は領収書として役立ち、同時に次の駐
車時には使用できないようになる。その理由は駐車係員はこの切符が、使用済み切符であ
ることが分かるからである。
好適な実施例によれば第１メーターは、駐車切符上のメーターの確認番号（ＢＡ　ＮＲ）
を、少なくともメーターによって読み取り得る形で、または可視的な形で表す。なお前記
確認番号は、第２取引（Ｔ２）内に含まれる他の情報と共に、第２メーターのメモリー内
に記憶されるようにすることが望ましい。第２メーターの確認番号は便宜上、そのメモリ
ー内にすべての取引（Ｔ２）と共に記憶される。たとえば過った請求書作成に関して、異
議が生じた場合には、駐車の開始および終了が、共に何時であるかを確認し得るから、こ
れら実施例は好適である。
本発明は単一の取引番号を使用し、二つの異なるメーター内で行われる二つの取引を組合
わせて、請求書形成の基礎となる単一の取引にすると言う考えから離れることなく、前記
実施例を変形し得ることがわかる。
したがって本発明は、前記実施例に制限されるものではない。その理由はこのような変型
が請求の範囲内で行われるからである。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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